
Title 日本のミクロネシア占領と「南進」(一) :
軍政期(一九一四年から一九二二年)を中心として

Sub Title Japan's occupation of Micronesia and the southern expansion
(Nanshin), 1914-1921

Author 我部, 政明(Gabe, Masaaki)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1982

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.55, No.7 (1982. 7) ,p.70- 89 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19820728-0070

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）

七
〇
　
　
（
八
七
六
）

70

日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）

　
　
　
　
1
軍
政
期
（
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
二
年
）
を
中
心
と
し
て
ー

我

ピ立ロ

政

明

は
じ
め
に

一
　
日
本
の
第
一
次
大
戦
参
戦
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

　
ω
　
日
本
の
第
一
次
大
戦
参
戦
の
経
緯

②
　
大
戦
前
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
の
展
開

ニ
　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
軍
政
の
開
始
…
…
…
…
…
…
以
上
本
号
掲
載

三
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
委
任
統
治
の
決
定
…
…
…
…
以
下
次
号
掲
載

四
　
民
政
移
行
の
過
程

む
す
び
に
か
え
ては

じ
め
に

　
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
は
、
赤
道
以
北
の
西
太
平
洋
上
に
散
在
す
る
ア
メ
リ
カ
信
託
統
治
領
下
の
島
蝿
地
域
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
本
土
が
す
つ
ぼ
り
入

る
七
八
○
万
平
方
キ
・
の
広
大
な
海
域
に
、
一
、
八
三
三
平
方
キ
・
に
す
ぎ
な
い
陸
地
が
三
、
一
四
〇
を
数
え
る
島
、
環
礁
に
分
散
し
て
い
る
。

そ
の
内
九
八
の
島
々
に
、
二
三
ハ
、
五
〇
〇
人
（
一
九
八
○
年
推
計
）
の
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
人
々
が
居
住
し
て
い
る
。
地
理
的
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア



は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
カ
・
リ
ン
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
行
政
的
に
は
、
マ
リ
ア
ナ
、
パ
ラ
オ
、
ヤ
ッ
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ポ
ナ

ペ
（
一
九
七
七
年
、
コ
ス
ラ
エ
が
分
離
）
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
六
地
区
に
分
れ
る
（
グ
ア
ム
島
は
米
西
戦
争
以
来
ア
メ
リ
カ
領
で
あ
る
の
で
、
信
託
統
治
領
に
含

ま
れ
な
い
）
。
一
九
七
六
年
に
マ
リ
ア
ナ
地
区
が
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
と
し
て
ア
メ
リ
ヵ
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
（
ア
メ
リ
カ
の
主
権
下
に
あ
る
自
治
連
邦
）

に
な
つ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
パ
ラ
オ
地
区
が
パ
ラ
オ
共
和
国
、
ヤ
ッ
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ポ
ナ
ペ
、
コ
ス
ラ
エ
地
区
が
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
連
邦
、

マ
ー
シ
ャ
ル
地
区
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
と
し
て
各
々
の
自
治
政
府
を
設
立
し
た
。
現
在
の
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
は
、
信
託
統
治
領
の
終
了
を
控
え
て
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
な
つ
た
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
を
除
き
、
各
自
治
政
府
は
ア
メ
リ
カ
に
安
全
保
障
上
の
権
限
を
委
ね
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
ア
メ

リ
ヵ
と
の
自
由
連
合
の
関
係
に
入
り
つ
つ
あ
る
・

　
今
目
の
日
本
と
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
関
係
は
、
年
々
増
加
す
る
日
本
人
観
光
客
、
日
本
の
放
射
性
廃
棄
物
海
洋
処
分
計
画
へ
の
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
に

お
け
る
反
対
運
動
の
展
開
、
各
自
治
政
府
と
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
内
漁
業
協
定
に
よ
り
一
段
と
深
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
に
お
い

て
、
信
託
統
治
終
了
後
の
経
済
的
基
盤
を
築
く
た
め
に
目
本
の
経
済
協
力
を
要
望
す
る
声
が
強
ま
る
一
方
、
日
本
で
は
大
平
首
相
の
環
太
平
洋
構

想
の
提
唱
以
来
、
対
外
政
策
の
よ
り
広
い
視
点
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
な
ど
の
太
平
洋
島
撰
地
域
へ
の
関
心
が
高
つ
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
太
平
洋
島
撰
地
域
に
関
す
る
社
会
科
学
的
研
究
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
と
深
い
関
係
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
つ
て
南
洋
群
島
と
し
て
知
ら
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
関
し
て
、
緊
急
な
今
日
的
関
心
か
ら
の
研
究
は
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
日
本
と
、
・
・
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ネ
シ
ア
の
関
係
の
研
究
は
少
な
い
。
今
後
、
日
本
と
太
平
洋
島
嘆
地
域
と
の
関
係
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
日
本
に
最
も
近
い
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
関

す
る
研
究
が
一
層
要
求
さ
れ
、
ま
た
日
本
外
交
が
対
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
政
策
を
展
開
し
て
い
く
上
で
も
、
日
本
と
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
の
関
係
を
究
明
す

る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
は
、
一
六
世
紀
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
来
航
以
後
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ッ
の
植
民
地
と
し
て
国
際
政
治
の
舞
台
に
現
わ
れ
た
。
そ
の
、
・
・

ク
・
ネ
シ
ア
に
、
日
本
が
登
場
し
た
の
は
第
一
次
大
戦
勃
発
直
後
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
八
月
ニ
コ
百
に
対
ド
イ
ッ
戦
を
布
告
し
て
第
一
次
大
戦

　
　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
｝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
八
七
七
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
剛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
八
七
八
）

に
突
入
し
た
日
本
は
、
一
〇
月
一
四
目
ま
で
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
全
域
を
軍
事
占
領
し
、
パ
リ
講
和
会
議
後
も
委
任
統
治
の
名
の
下
で
支
配
を
行
つ

た
。
そ
し
て
、
日
本
の
統
治
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
太
平
洋
戦
争
の
戦
場
と
化
す
る
ま
で
の
四
〇
年
に
わ
た
つ
て
続
い
た
。

　
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
た
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
は
、
二
つ
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
明
治
末
か
ら
の
「
北
進
」
か
「
南

進
」
か
と
い
う
日
本
の
対
外
膨
張
を
め
ぐ
る
議
論
に
、
　
「
南
進
」
論
を
「
北
進
」
論
に
対
比
で
き
る
タ
ー
ム
と
し
て
定
着
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
日
清
戦
争
の
結
果
と
し
て
日
本
の
領
有
と
な
つ
た
台
湾
と
と
も
に
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
が
「
南
進
」
の
拠
点
に
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
o

　
　
「
邦
語
の
南
洋
は
何
れ
の
地
域
を
示
す
や
…
…
（
中
略
）
…
…
果
し
て
此
語
が
何
れ
の
地
方
を
含
む
や
に
至
つ
て
は
恐
ら
く
用
者
自
身
も
確
答
し
得
る
者
少
な

　
　
　
（
3
）

　
か
ら
ん
。
」

　
こ
れ
は
、
一
九
一
六
年
に
発
表
さ
れ
た
新
渡
戸
稲
造
の
「
南
洋
の
経
済
的
価
値
」
の
一
部
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
と
は
、
日
本
が
ド
イ
ッ
租
借

地
膠
州
湾
と
と
も
に
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
二
年
後
で
あ
り
、
占
領
に
伴
つ
て
日
本
国
内
に
お
い
て
「
南
」
へ
の
関
心
が
増
大
し
た
時
期
で

あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
以
前
ま
で
、
目
本
に
お
い
て
太
平
洋
、
東
南
ア
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
地
域
を
一
括
し
て
「
南
洋
」
と

総
称
し
漢
然
と
促
え
て
い
た
の
に
対
し
、
占
領
の
完
了
後
に
は
、
　
「
南
洋
」
を
新
た
に
規
定
し
直
す
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
が
経
済
的
に
展
開
で

き
る
場
と
し
て
の
「
南
洋
」
を
考
え
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
、
軍
事
占
領
、
委
任
統
治
に
よ
つ
て
目
本
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
領
有
が
確
固
た

る
も
の
に
な
る
に
つ
れ
て
、
「
南
洋
」
が
「
表
南
洋
」
と
「
裏
南
洋
」
、
そ
し
て
後
に
「
外
南
洋
」
と
「
内
南
洋
」
と
区
別
し
て
表
現
し
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
（
4
）

も
表
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
「
南
進
」
論
と
い
う
い
わ
ば
日
本
国
内
の
思
想
的
潮
流
に
お
い
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
は
重
大
な
転
換
点
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
時
期
の
「
南
進
」
論
の
高
ま
り
と
日
本
の
対
外
政
策
に
お
い
て
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
を
課
題
、
目
標
と
し
た
こ
と
ほ
軌
を
一
に
し
た

が
、
両
者
の
関
連
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
な
い
。
本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
た
一
九
一
四
年
の
軍
事
占
領
か
ら
一
九
二
二
年
の
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（
5
）

南
洋
庁
設
置
に
よ
つ
て
委
任
統
治
に
移
行
す
る
ま
で
の
軍
政
期
を
対
象
と
し

て
、
政
府
内
に
お
け
る
政
策
レ
ベ
ル
で
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
関
心
の
推
移

と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
日
本
の
具
体
的
要
求
を
分
析
し
て
対
外
政
策
に
占
め

る
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
1
）
　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
関
す
る
主
な
研
究
に
は
、
甲
山
員
司
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
信
託

　
統
治
の
本
質
』
、
「
法
学
志
林
」
第
七
二
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
年
、
高
橋
康
昌
『
社
会
統
合
に

　
関
す
る
政
治
人
類
学
的
一
考
察
f
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
ポ
ナ
ペ
の
場
合
』
、
「
群
馬
大
学
教
養
部
紀

　
要
」
第
二
二
巻
、
一
九
七
九
年
、
西
野
照
太
郎
『
ハ
ワ
イ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
』
、
「
国
立
国
会
図

　
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
第
二
四
六
号
、
一
九
七
一
年
、
同
『
サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
の
苦
悩
』
、

　
「
国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
第
二
三
五
号
、
第
二
三
六
号
、
一
九
七
〇
年
、
な
ど
が

　
あ
る
。

（
2
）
　
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
い
が
、
歴
史
的
視
点
か
ら
西
野

　
照
太
郎
『
日
本
人
と
南
太
平
洋
と
の
か
か
わ
り
合
い
』
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
会
編
「
南
太
平
洋

　
の
現
実
と
国
際
協
力
」
（
同
会
、
一
九
八
O
年
）
、
　
「
南
進
」
論
の
思
想
的
関
心
か
ら
矢
野
暢

　
「
『
南
進
』
の
系
譜
」
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
、
同
「
日
本
の
南
洋
史
観
」
（
中
央
公
論

　
社
、
一
九
七
九
年
）
、
外
交
史
的
側
面
か
ら
「
南
進
」
論
を
分
析
し
た
大
畑
篤
四
郎
『
「
南
進
」

　
の
思
想
と
政
策
の
系
譜
』
、
正
田
健
一
郎
編
「
近
代
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
観
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研

　
究
所
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

（
3
）
　
新
渡
戸
稲
造
『
南
洋
の
経
済
的
価
値
』
、
「
国
家
学
雑
誌
」
第
三
〇
巻
第
一
〇
号
、
第
一
二

　
号
、
第
三
一
巻
第
七
号
、
（
「
新
渡
戸
稲
造
全
集
」
第
四
巻
所
収
）
。

（
4
）
　
「
裏
南
洋
」
、
「
内
南
洋
」
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
指
す
。
「
内
南
洋
」
の
表
現
が
使
わ
れ
る

　
の
は
一
九
三
五
年
前
後
か
ら
で
あ
る
（
林
壽
夫
述
「
南
洋
群
島
の
現
勢
に
就
て
」
、
南
方
経
済

　
調
査
会
、
一
九
三
六
年
、
五
頁
を
参
照
）
。

（
5
）
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
は
第
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
（
一
九
一
四
年
ー
一
九

　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）

φミクロネシア

，（＼一

蜜葡愈撫　…「
ヴ……丁”T”或＼、◎　二　　　i

へiト牢益二ll二ぐ幅1
，・リン鵬　i東加リン糊コスラエ＼、r一一」

＿」』⊥＿．L．　．」ノ

瓢
嚢

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
．
奪
荘

オーストラリア

　　　　　’〆誓場一一

　　／ニラオ1

と
　　　　　　　o　　　　●　　　　●　　　　』一噂一軸一噂
　　　　●　　　　　　　、　　　　　ペリリュー　　　◎
　　　ウル　　　　　　　　◎
　　　　　　　　　　　　￥

　　　　　　　西力ロリン諸島

　　　、＼．、　　　＼

　　　　　　　一’

七
三
　
　
（
八
七
九
）
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日
本
の
、
・
、
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
哺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
八
八
○
）

二
一
年
）
は
海
軍
に
よ
る
軍
政
期
、
第
二
期
（
輔
九
二
二
年
ー
一
九
三
四
年
）
は
「
南
洋
興
発
」
の
進
出
に
伴
い
南
洋
庁
が
財
政
的
に
自
立
す
る
期
、
第
三
期
（
叫
九
三
五
年
ー
一

九
四
一
年
）
は
「
南
進
」
が
国
策
と
な
り
、
・
、
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
国
策
期
、
第
四
期
（
一
九
四
｝
年
ー
一
九
四
四
年
）
は
戦
争
期
で
あ
る
。

74

日
本
の
第
一
次
大
戦
参
戦
と
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア

（1）

日
本
の
第
一
次
大
戦
参
戦
の
経
緯

　
「
ヨ
i
・
ッ
パ
の
火
薬
庫
」
か
ら
勃
発
し
た
第
一
次
大
戦
は
、
文
字
通
り
の
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
未
曽
有
の
戦
争
と
な
り
、
主
戦
場
と
な
つ

た
ヨ
ー
・
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
た
太
平
洋
地
域
へ
も
波
及
し
た
。

　
一
九
一
四
年
八
月
五
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
ド
イ
ッ
戦
へ
の
参
戦
は
日
本
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
参
戦
の
前
日
、
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
に

対
し
、
戦
争
が
極
東
に
も
波
及
し
て
そ
の
結
果
ド
イ
ッ
が
香
港
、
威
海
衛
な
ど
イ
ギ
リ
ス
租
借
地
に
攻
撃
を
加
え
る
場
合
、
日
本
の
援
助
を
期
待

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
る
と
伝
え
て
き
た
。
八
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
は
グ
リ
ー
ン
大
使
を
通
し
て
加
藤
高
明
外
相
に
「
支
那
海
」
に
お
け
る
ド
イ
ッ
仮
装
巡
洋
艦
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

捜
索
と
そ
の
破
壊
と
い
う
具
体
的
な
援
助
を
申
し
入
れ
た
が
、
加
藤
外
相
は
こ
れ
を
実
質
的
な
参
戦
の
要
請
と
し
て
受
け
取
つ
た
。
同
盟
関
係
に

あ
つ
た
日
本
の
対
応
は
速
く
、
同
日
の
夜
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
対
ド
イ
ッ
戦
へ
の
参
戦
を
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
積
極
的
に
参
戦
を
主
張
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
は
、
親
英
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
加
藤
外
相
で
あ
つ
た
。

　
　
「
目
本
は
今
日
、
同
盟
条
約
の
義
務
に
依
つ
て
参
戦
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
は
居
な
い
。
条
文
の
規
定
が
、
日
本
の
参
戦
を
命
令
す
る
や
う
な
事
態
は
、
今
日

　
　
の
所
で
は
未
だ
発
生
し
て
居
な
い
。
た
だ
、
一
つ
は
、
英
国
か
ら
の
依
頼
に
基
く
同
盟
の
情
誼
と
、
一
つ
は
、
帝
国
が
此
機
会
に
独
逸
の
根
拠
地
を
東
洋
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
一
掃
し
て
、
国
際
上
に
一
段
と
地
位
を
高
め
る
利
益
と
、
そ
の
二
点
か
ら
参
戦
を
断
行
す
る
。
」

　
八
月
九
日
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ッ
勢
力
の
全
面
的
排
除
を
狙
つ
た
参
戦
の
覚
書
は
、
閣
議
の
決
定
と
元
老
の
承
認
を
得
て
イ
ギ
リ
ス
に

手
交
さ
れ
た
。
八
月
一
〇
日
、
こ
う
し
た
日
本
の
積
極
的
態
度
に
驚
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
の
参
戦
に
よ
つ
て
戦
線
が
中
国
大
陸
に
拡
大
し
そ



の
影
響
は
中
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
を
お
び
や
か
す
結
果
を
招
く
と
し
て
、
先
の
ド
イ
ッ
仮
装
巡
洋
艦
隊
撃
滅
の
申
し
入
れ
を
取
り
消
し

（
5
）た

。
参
戦
に
固
執
す
る
加
藤
外
相
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
依
頼
に
よ
つ
て
参
戦
を
決
定
し
た
の
で
あ
り
、
既
に
軍
事
行
動
の
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
入
つ
て
い
る
こ
と
、
国
内
世
論
の
大
半
が
参
戦
に
傾
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
理
由
と
し
て
取
消
し
撤
回
を
求
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
う
し
た

日
本
の
強
硬
姿
勢
に
対
し
て
、
日
本
の
参
戦
を
認
め
る
譲
歩
を
行
う
と
同
時
に
、
日
本
の
戦
争
区
域
を
制
限
す
る
提
案
に
よ
つ
て
戦
線
が
中
国
大

陸
、
太
平
洋
に
広
が
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
加
藤
外
相
は
強
硬
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
そ
の
提
案
を
拒
否
し
て
、
八
月
一
五
日
、
ド
イ
ッ
に
対
し
最
後
通
牒
を
送
り
、
八
月
二
三

日
、
日
本
は
第
一
次
大
戦
に
突
入
し
た
。

　
第
一
次
大
戦
前
の
日
本
は
、
日
露
戦
争
以
後
・
シ
ア
か
ら
旅
順
お
キ
び
大
連
の
租
借
権
と
南
満
州
鉄
道
の
特
殊
権
益
を
引
継
ぎ
、
朝
鮮
、
南
満

州
を
前
進
拠
点
に
し
て
中
国
大
陸
へ
の
経
済
的
、
軍
事
的
進
出
を
狙
つ
て
い
た
。
南
満
州
に
お
け
る
軍
事
的
独
占
を
は
か
る
日
本
の
政
策
が
、
門

戸
開
放
、
機
会
均
等
の
原
則
を
掲
げ
た
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
ヵ
の
政
策
と
対
立
を
深
め
な
が
ら
も
存
在
で
ぎ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ッ
両
国

問
の
対
立
を
基
軸
と
し
た
植
民
地
再
編
成
の
状
況
が
進
行
し
て
い
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
対
ド
イ
ッ
包
囲
網
の
実
現
の
た
め
行
わ
れ
た
日
本
と
・
シ

ア
の
接
近
は
、
日
露
協
約
、
第
二
次
秘
密
協
約
、
さ
ら
に
第
三
次
協
約
へ
と
発
展
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
対
立
の
構
図
を
日
本
、
・
シ
ア
対
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
と
転
換
さ
せ
た
。
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
両
国
と
の
対
立
は
、
辛
亥
革
命
の
際
に
一
層
顕
著
と
な
り
、
日
本
は
孤

立
化
を
深
め
た
。

　
一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
七
年
の
恐
慌
以
来
、
不
況
は
慢
性
化
し
、
政
府
財
政
は
過
大
な
軍
事
費
と
日
露
戦
争
以
来
累
積
し
た
国
債

を
抱
え
、
植
民
地
経
営
費
の
増
大
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
。
国
内
政
治
は
、
二
個
師
団
増
設
問
題
を
き
つ
か
け
に
し
て
政
府
と
軍
部
の
対
立
が
顕
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

化
し
、
ま
た
政
党
の
活
性
化
に
伴
つ
て
「
閥
族
打
破
、
憲
政
擁
護
」
の
運
動
が
全
国
的
に
広
が
り
、
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
対
外
的
に
行
き
詰
り
を
深
め
国
内
的
に
は
流
動
化
す
る
状
況
下
で
の
第
一
次
大
戦
へ
の
参
戦
の
背
景
に
は
、
参
戦
を
決
定
し
た

　
　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
（
八
八
一
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
轍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
（
八
八
二
）

覚
書
で
い
う
「
独
乙
（
ド
イ
ッ
）
国
ノ
侵
略
的
行
動
ノ
結
果
ト
シ
テ
東
亜
ノ
方
面
二
於
ケ
ル
一
般
ノ
平
和
侵
迫
セ
ラ
レ
且
其
特
殊
権
益
力
危
殆
二
瀕

　
（
8
）

ス
ル
」
こ
と
に
あ
つ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
第
一
次
大
戦
勃
発
を
「
目
本
国
運
ノ
発
展
二
対
ス
ル
大
正
新
時
代
ノ
天
祐
ニ
シ
テ
、
日
本
国
ハ
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

二
挙
国
一
致
ノ
団
結
ヲ
以
テ
、
此
天
祐
ヲ
享
受
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
た
こ
・
と
に
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
大
戦
前
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
日
本
に
お
い
て
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
関
心
が
抱
か
れ
る
の
は
明
治
維
新
後
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
ま
で
の
日
本
と
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
は
漂
流
者
や

欧
米
の
捕
鯨
船
の
水
夫
に
な
つ
た
日
本
人
に
よ
る
接
触
の
関
係
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

　
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
関
心
は
維
新
後
の
領
土
策
定
に
関
連
し
て
、
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
か
け
て
政
府
内
に
お
け
る
小
笠
原
諸
島
の

帰
属
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
現
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
同
諸
島
の
帰
属
の
急
務
を
「
南
」
へ
の
関
心
と
結
び
つ
け
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
を
経
由
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
へ
の
「
南
進
」
論
が
展
開
し
た
。
ま
た
、
一
八
七
六
年
に
当
時
・
シ
ア
公
使
で
あ
つ
た
榎
本
武
揚
は
反
乱
士
族
の
流
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

地
と
し
て
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
買
収
建
議
を
政
府
に
行
つ
た
。

　
し
か
し
、
領
土
拡
大
を
め
ざ
し
た
政
府
内
に
お
け
る
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
は
、
一
八
七
五
年
に
小
笠
原
諸
島
が
日
本
の
領
有
に
確

定
す
る
と
衰
退
の
領
向
を
た
ど
り
、
ま
た
士
族
反
乱
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
政
府
の
政
策
課
題
に
な
り
え
な
か
つ
た
。
一
八
七
九
年
の
琉
球
処
分
に

よ
つ
て
領
土
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
と
、
対
外
政
策
の
課
題
は
再
び
岩
倉
使
節
派
遣
以
来
の
懸
案
で
あ
つ
た
欧
米
諸
国
と
の
不
平
等
条
約
の
改
正

問
題
へ
と
移
行
す
る
一
方
、
一
八
八
二
年
の
壬
午
軍
乱
後
の
朝
鮮
半
島
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
日
清
両
国
間
の
利
害
対
立
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
対

外
膨
張
の
対
象
と
し
て
朝
鮮
つ
い
で
中
国
に
関
心
が
集
中
し
た
。
こ
う
し
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
は
政
府
レ
ベ
ル
か
ら
一
掃
さ
れ

た
。　

当
時
の
国
内
状
況
は
、
秩
禄
処
分
、
西
南
戦
争
後
の
紙
幣
整
理
以
後
、
士
族
の
窮
迫
と
農
村
の
疲
弊
化
が
深
刻
化
し
、
没
落
士
族
と
農
民
を
自
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由
民
権
運
動
あ
る
い
は
北
海
道
開
拓
へ
と
追
い
た
て
て
い
た
。
政
府
に
抵
抗
す
る
自
由
民
権
運
動
が
国
会
開
設
の
詔
勅
に
よ
つ
て
一
時
高
揚
し
た

も
の
の
終
息
へ
の
方
向
へ
と
進
む
と
、
国
内
の
関
心
は
過
剰
人
口
問
題
、
士
族
授
産
問
題
と
結
び
つ
い
た
海
外
移
民
に
集
中
し
、
従
来
海
外
移
民

抑
制
政
策
を
と
つ
て
き
た
政
府
も
移
民
奨
励
政
策
へ
と
転
じ
て
一
八
八
五
年
の
第
一
回
ハ
ワ
イ
官
民
移
民
を
送
り
出
し
た
。
そ
の
後
の
海
外
に
お

け
る
労
働
力
需
要
増
大
に
伴
い
海
外
出
稼
ぎ
が
急
増
し
、
ま
た
一
方
で
は
娘
子
軍
に
み
ら
れ
る
密
航
も
相
次
い
だ
。
こ
う
し
て
、
明
治
初
期
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

内
矛
盾
の
解
決
は
内
国
植
民
か
ら
海
外
移
民
へ
の
方
向
を
た
ど
つ
た
。

　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
ヘ
の
関
心
も
、
政
府
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
国
内
で
の
生
活
に
困
窮
し
た
士
族
や
農
民
の
海
外
に
天
地
を
求
め
る
議
論

な
い
し
行
動
が
展
開
す
る
民
間
レ
ベ
ル
に
お
い
て
持
続
し
た
。
特
に
、
先
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
買
収
建
議
を
行
い
植
民
思
想
の
普
及
に
努
め
る
榎
本

の
下
に
集
つ
た
没
落
士
族
の
間
で
は
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
の
関
心
は
、
現
実
の
行
動
で
は
な
く
、
議
論

で
あ
り
、
空
想
の
「
南
進
」
論
で
あ
つ
た
。

　
太
平
洋
地
域
で
の
植
民
事
業
を
は
か
る
た
め
「
南
洋
公
会
」
の
設
立
を
提
唱
し
た
横
尾
東
作
も
、
そ
れ
ら
没
落
士
族
の
一
人
で
あ
つ
た
。
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

八
五
年
に
横
尾
は
「
南
洋
公
会
設
立
大
意
」
を
著
わ
し
、
国
内
で
増
大
す
る
犯
罪
者
を
太
平
洋
地
域
へ
移
民
と
し
て
送
り
込
む
構
想
を
も
つ
た
。

横
尾
の
こ
の
構
想
に
よ
る
と
、
　
「
無
主
地
」
で
あ
つ
た
フ
ィ
リ
ピ
ソ
南
部
、
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
、
ハ
ワ
イ
周
辺
の
無
人
島
へ
と
段
階
的
に
日
本
人
移

住
地
を
拡
大
し
、
そ
の
際
、
移
住
者
に
対
す
る
指
揮
、
監
督
を
行
う
「
南
洋
公
会
」
を
設
立
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
移
住
計
画
が
実
現
す
る
と
、

日
本
と
太
平
洋
地
域
と
の
船
舶
の
往
来
が
頻
繁
と
な
り
、
一
大
市
場
を
形
成
す
る
。

　
横
尾
の
主
張
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
は
、
欧
米
諸
国
の
分
割
競
争
か
ら
残
さ
れ
た
「
無
主
地
」
に
平
和
的
移
住
に
よ
つ
て
進
出

し
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
通
商
、
貿
易
を
行
い
、
さ
ら
に
赤
道
以
南
へ
の
経
済
的
「
南
進
」
を
め
ざ
し
て
い
た
。

　
一
八
八
四
年
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
お
け
る
日
本
人
漂
流
民
殺
害
事
件
の
調
査
の
た
め
、
同
諸
島
に
渡
つ
た
鈴
木
経
勲
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
領

有
を
主
張
し
た
急
先
峰
で
あ
つ
た
。
鈴
木
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
お
い
て
事
件
の
真
相
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
同
諸
島
の
地
勢
、
風
俗
、
物
産

　
　
　
目
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
嘱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
八
八
三
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
（
八
八
四
）

な
ど
調
査
を
行
い
、
帰
国
の
際
に
日
章
旗
を
掲
揚
し
た
。
し
か
し
、
鈴
木
の
マ
ー
シ
ャ
厩
諸
島
領
有
宣
言
は
、
西
南
戦
争
後
の
国
内
事
情
に
よ
り

政
府
の
拒
否
に
会
い
、
翌
年
に
は
日
章
旗
を
降
ろ
す
た
め
鈴
木
は
再
び
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
渡
つ
た
。
こ
う
し
て
、
鈴
木
の
「
南
進
」
の
志
は
挫

　
（
1
4
）

折
し
た
。

　
鈴
木
が
抱
い
て
い
た
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
の
基
本
的
性
格
は
、
太
平
洋
全
域
に
散
在
す
る
無
数
の
島
々
の
中
で
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

着
目
し
て
、
こ
の
地
域
に
あ
る
「
無
主
地
」
を
欧
米
諸
国
よ
り
い
ち
早
く
先
取
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
・

　
目
本
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
民
間
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
無
主
地
」
へ
の
平
和
的
移
住
あ
る
い
は
領
土
拡
大
を
構
想
し
て
い
る
間
に
、
太
平
洋
で

は
欧
米
諸
国
の
分
割
競
争
が
激
化
し
、
最
終
的
局
面
を
迎
え
て
い
た
。

　
一
八
四
四
年
の
タ
ヒ
チ
の
領
有
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
の
対
立
か
ら
始
つ
た
分
割
競
争
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ッ
が
加
わ
り
、

太
平
洋
全
域
に
拡
大
し
、
そ
の
波
は
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
に
押
し
寄
せ
て
い
た
。
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
で
は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
が
マ
ゼ
ラ
ン
来
航
以
来
、
ス

ペ
イ
ン
領
と
な
つ
て
い
た
が
、
カ
・
リ
ソ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
依
然
と
し
て
「
無
主
地
」
で
あ
つ
た
。
分
割
競
争
に
遅
れ
て
登
場
し
た
ド
イ

ツ
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
東
部
、
ソ
・
モ
ン
諸
島
を
次
々
と
自
国
の
勢
力
圏
下
に
収
め
、
一
八
七
三
年
に
は
、
ド
イ
ッ
商
人
が
カ
・
リ
ン
諸
島
に

進
出
し
、
カ
・
リ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
の
貿
易
を
独
占
す
る
勢
い
で
あ
つ
た
。

　
一
八
八
五
年
四
月
、
ド
イ
ッ
、
イ
ギ
リ
ス
の
両
国
は
太
平
洋
に
お
け
る
勢
力
圏
分
割
協
定
を
結
び
、
従
来
の
勢
力
圏
に
加
え
て
、
　
マ
ー
シ
ャ

ル
、
カ
・
リ
ン
諸
島
を
ド
イ
ツ
領
と
し
て
承
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
カ
・
リ
ン
諸
島
を
自
国
の
領
土
ど
み
な
す
ス
ペ
イ
ン
が
こ
の
協
定
に
反
発
し

た
た
め
、
同
年
一
二
月
、
ロ
ー
マ
法
王
の
調
停
に
よ
り
、
ド
イ
ッ
、
ス
ペ
イ
ン
両
国
は
条
約
を
締
結
し
、
ド
イ
ッ
は
同
諸
島
に
対
す
る
ス
ペ
イ
ン

の
領
有
権
を
承
認
す
る
代
償
と
し
て
、
同
諸
島
に
お
け
る
自
由
な
商
業
活
動
と
海
軍
基
地
建
設
の
権
利
を
獲
得
し
た
。

　
こ
う
し
て
行
わ
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
分
割
の
翌
年
の
一
八
八
六
年
、
志
賀
重
昂
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ク
サ
イ
島
、
サ
モ
ア
、
フ
イ
ジ
ー
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
そ
の
体
験
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
志
賀
の
「
南
洋
時
事
」
は
、
多
く
の
日
本
人
に
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と
つ
て
未
知
の
世
界
で
あ
つ
た
太
平
洋
へ
の
関
心
を
高
め
る
貢
献
を
し
た
。
志
賀
が
そ
こ
で
目
撃
し
た
現
実
は
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
太
平
洋
全
域

の
分
割
で
あ
り
、
最
も
日
本
に
近
い
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
分
割
で
あ
つ
た
。
そ
の
驚
愕
を
志
賀
は
言
う
。

　
　
「
我
日
本
太
平
洋
中
二
離
群
独
居
シ
テ
陽
二
南
洋
ノ
諸
島
ヲ
控
へ
又
近
ク
濠
洲
二
面
ス
萄
ン
ゾ
知
ラ
ソ
南
洋
ノ
鯨
鰐
ハ
所
在
ヲ
震
猛
シ
其
余
波
ハ
疾
ク
馳
リ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

　
来
リ
テ
富
士
山
麓
二
憂
摩
セ
ン
コ
ト
ヲ
Q
…
…
（
中
略
）
…
…
日
本
前
途
ノ
大
勢
二
注
目
ス
ル
モ
ノ
豊
二
南
洋
ノ
近
事
ヲ
軽
々
看
過
ス
可
ケ
ン
ヤ
。
」

　
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
分
割
を
最
後
に
し
て
、
太
平
洋
に
お
け
る
欧
米
諸
国
の
勢
力
圏
は
策
定
さ
れ
無
人
島
を
除
い
た
「
無
主
地
」
は
ほ
ぼ
消
滅
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
無
主
地
」
の
先
取
を
基
本
と
し
た
、
従
来
の
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
論
に
転
換
を
余
議
な
く
し
た
。
横
尾
や
鈴
木

の
構
想
し
た
「
南
進
」
論
は
、
　
「
無
主
地
」
の
存
在
を
背
景
と
し
て
築
か
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
人
移
住
の
な
い
実
態
を
抱
え
た
空
想
で
し
か
な

か
つ
た
。

　
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
を
実
行
し
た
の
は
、
一
八
九
〇
年
に
士
族
授
産
金
を
利
用
し
て
「
南
島
商
会
」
を
設
立
し
た
田
口
卯
吉
、
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

経
勲
、
井
上
彦
三
郎
ら
で
あ
つ
た
。
田
口
は
自
由
貿
易
論
の
立
場
か
ら
貿
易
と
植
民
を
重
視
し
た
「
南
進
」
論
を
提
唱
し
た
。
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

「
無
主
地
」
が
消
滅
し
て
い
く
中
で
、
田
口
は
欧
米
諸
国
に
よ
る
太
平
洋
の
分
割
は
完
了
し
た
が
、
欧
米
諸
国
の
力
は
十
分
浸
透
し
て
な
い
と
い

う
認
識
を
持
つ
て
い
た
。
太
平
洋
に
散
在
す
る
無
数
の
島
々
は
そ
の
多
く
が
良
港
に
乏
し
く
遠
浅
の
珊
瑚
礁
か
ら
な
つ
て
い
る
た
め
、
大
型
の
気

船
の
航
行
に
危
険
が
伴
い
、
大
資
本
を
有
す
る
商
人
に
は
小
さ
な
島
々
と
の
取
引
は
非
効
率
で
あ
つ
た
。
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
貿
易
は
小
型
の
帆
船
と

小
額
の
資
金
で
十
分
な
利
益
を
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
取
引
相
手
の
文
化
程
度
の
低
さ
に
つ
け
入
り
粗
悪
な
工
業
製
品
で
も
販
路
を
確
保
し
え

た
。
田
口
は
こ
う
し
た
可
能
性
を
も
つ
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
に
対
す
る
政
府
の
無
関
心
を
批
判
し
、
国
民
の
関
心
を
集
め
よ
う
と
訴
え
た
。

　
　
「
先
覚
の
諸
志
は
欧
米
諸
州
を
巡
行
し
、
世
界
を
一
周
す
る
を
以
て
遠
路
と
せ
ざ
る
な
り
、
然
る
も
尚
ほ
南
洋
諸
島
を
以
て
天
涯
地
角
夢
魂
達
し
難
き
の
地
と

　
　
な
せ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
、
我
当
局
の
有
志
は
白
雪
喧
々
た
る
北
海
道
を
開
拓
せ
ん
と
欲
し
て
巨
万
の
財
を
散
じ
、
且
つ
現
に
巨
万
の
財
を
散
じ
つ
つ
あ
る
な

　
　
り
。
然
り
而
し
て
南
洋
の
事
に
至
り
て
は
一
も
訪
ふ
所
な
し
…
…
（
中
略
）
…
…
我
日
本
同
胞
の
奮
起
し
て
志
を
南
洋
諸
島
に
伸
ぶ
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
希
望

　
　
（
18
）

　
　
す
る
。
」

　
　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
八
八
五
）

79



　
　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
　
（
八
八
六
）

　
「
南
島
商
会
」
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
貿
易
に
多
小
の
成
績
を
収
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
授
産
金
の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
解
散
し
た
が
、
一
八
九

一
年
、
そ
れ
ら
の
資
産
は
「
一
屋
商
会
」
に
引
継
が
れ
、
同
年
、
「
快
通
社
」
、
「
恒
信
社
」
、
一
八
九
四
年
に
「
南
洋
貿
易
日
置
合
資
会
社
」
　
（
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

本
金
一
二
、
○
O
O
円
）
な
ど
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
貿
易
は
続
い
た
。

　
し
か
し
v
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
の
結
果
、
台
湾
が
日
本
の
領
有
と
な
る
と
、
　
「
南
」
へ
の
関
心
は
台
湾
を
拠
点
に
し
て
華
南
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
に
集
中
す
る
一
方
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
そ
の
関
心
外
に
お
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
は
当
時
発
展
し
つ
つ
あ
つ
た
日

本
の
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
貿
易
に
一
頓
挫
を
も
た
ら
し
た
。
戦
争
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
が
グ
ア
ム
島
、
ド
イ
ッ
が
他
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
カ
・
リ
ン
諸

島
に
各
々
支
配
権
を
確
立
し
て
、
日
本
人
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
自
由
な
商
業
を
展
開
す
る
余
地
は
減
少
し
て
い
つ
た
。
こ
れ
以
後
、
平
和

的
移
住
に
よ
る
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
ヘ
の
「
南
進
」
は
困
難
と
な
り
、
も
は
や
武
力
に
よ
る
植
民
地
再
分
割
と
い
う
当
時
の
日
本
に
と
つ
て
事
実
上
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

可
能
な
道
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
・

　
日
本
は
「
天
祐
」
と
し
て
受
け
と
め
た
第
一
次
大
戦
へ
の
参
戦
を
機
会
に
、
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
に
あ
つ
た
ド
イ
ツ
租
借
地
、
ド
イ
ッ
領
へ

と
侵
攻
し
た
が
、
そ
の
主
た
る
背
景
に
は
中
国
を
め
ぐ
る
欧
米
諸
国
と
の
勢
力
圏
争
い
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
、
そ
の
時
点
に

お
い
て
、
日
本
に
と
つ
て
ま
だ
死
活
的
利
害
関
係
を
も
つ
地
域
で
は
な
く
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
限
ら
れ
た
日
本
人
の
間
で
の
関
心
あ
る
対
象
地
域

で
し
か
な
か
つ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
が
日
本
の
対
外
政
策
に
お
け
る
課
題
と
な
つ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
参
戦
と
そ
の
結

果
と
し
て
の
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
に
よ
つ
て
で
あ
つ
た
。
ま
た
同
時
に
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
は
明
治
維
新
以
来
の
空
想
的
な
「
南
進
」
論
を
実

現
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
平
和
的
移
住
に
よ
ら
ず
政
府
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
軍
事
的
「
南
進
」
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

「
日
本
外
交
文
書
」
大
正
三
年
第
三
冊
、
九
九
頁
。

加
藤
伯
伝
記
編
纂
会
編
「
加
藤
高
明
」
下
巻
、
原
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
七
七
頁
。

内
山
正
熊
『
日
本
に
お
け
る
親
英
主
義
の
沿
革
』
「
現
代
日
本
外
交
史
論
」
、
慶
応
通
信
、

前
掲
「
加
藤
高
明
」
、
七
八
頁
ー
七
九
頁
。

一
九
七
一
年
、
六
三
頁
。
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の
ブ
ー
ム
と
な
つ
た
。

　
よ
つ
て
再
編
成
が
行
わ
れ
、

（
2
0
）

　
く
自
己
の
保
護
を
求
め
て
国
家
権
力
の
発
動
を
促
進
す
る
力
を
も
つ
て
な
か
つ
た

前
掲
「
日
本
外
交
文
書
」
、
二
一
七
頁
。

前
掲
「
加
藤
高
明
」
、
八
九
頁
。

大
久
保
利
謙
編
「
政
治
史
」
皿
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、
三
八
三
頁
ー
三
九
三
頁
。

前
掲
「
日
本
外
交
文
書
」
、
　
二
〇
頁
。

井
上
候
伝
記
編
纂
会
編
「
世
外
井
上
公
伝
」
第
五
巻
、
原
書
房
、
一
九
六
八
年
、
三
六
七
頁
。

広
瀬
彦
太
編
「
太
平
洋
二
千
六
百
年
史
一
、
海
軍
有
終
会
、
一
九
四
〇
年
、
三
八
七
頁
ー
三
九
一
頁
。

入
江
寅
次
「
明
治
南
進
史
稿
」
、
井
出
書
店
、
一
九
四
三
年
、
三
〇
頁
f
三
七
頁
。

黒
田
謙
一
「
日
本
植
民
思
想
史
」
、
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
、
二
三
九
頁
。

竹
下
源
之
介
「
横
尾
東
作
と
南
方
先
覚
志
士
」
、
南
洋
資
料
第
二
五
八
号
、
南
洋
経
済
研
究
所
、
一
九
四
三
年
、
七
頁
ー
一
四
頁
。

鈴
木
経
勲
「
南
洋
探
険
実
記
」
、
博
文
館
、
一
八
九
二
年
、
（
「
南
洋
探
険
実
記
」
解
説
森
久
男
、
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
復
刻
）
。

同
上
、
解
説
、
二
六
九
頁
－
二
七
三
頁
。

志
賀
重
昂
「
南
洋
時
事
」
、
九
善
社
書
店
、
一
八
八
七
年
、
二
頁
ー
三
一
頁
。

森
久
男
『
田
口
卯
吉
の
植
民
論
』
、
小
島
麗
逸
編
「
日
本
帝
国
主
義
と
東
ア
ジ
ア
」
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

田
口
卯
吉
『
南
洋
経
略
論
』
、
「
東
京
経
済
雑
誌
」
第
五
＝
二
号
、
一
八
九
〇
年
、
三
五
二
頁
ー
三
五
三
頁
。

「
南
島
商
会
」
の
解
散
後
、
「
一
屋
商
店
」
、
「
恒
信
社
」
、
、
「
金
十
社
」
、
「
日
置
会
社
」
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
貿
易
と
入
植
を
主
体
と
し
た
経
済
的
進
出
は
日
清
戦
争
ま
で
一
種

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
日
本
人
企
業
は
離
合
集
散
を
続
け
な
が
ら
営
業
し
た
が
、
一
九
〇
八
年
の
「
南
洋
貿
易
株
式
会
社
」
　
（
資
本
金
一
〇
〇
、
O
O
O
円
）
の
設
立
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
特
許
会
社
ヤ
ル
ー
ト
会
社
と
対
抗
し
な
が
ら
マ
リ
ア
ナ
、
東
カ
ロ
リ
ン
で
は
優
位
に
立
つ
た
。

矢
内
原
忠
雄
に
よ
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
営
業
を
続
け
た
日
本
人
企
業
は
単
純
で
個
別
的
な
性
質
の
商
業
資
本
で
あ
り
、
有
力
な
産
業
資
本
と
連
結
し
た
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
南
洋
群
島
の
研
究
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
、
四
四
頁
）
。

ニ
　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
軍
政
の
開
始

　
第
一
次
大
戦
突
入
後
の
日
本
の
軍
事
的
「
南
進
」
は
、
一
九
一
四
年
九
月
一
二
日
、
海
軍
が
太
平
洋
に
散
在
す
る
ド
イ
ッ
領
を
根
拠
地
に
し
て

展
開
す
る
ド
イ
ッ
艦
隊
を
撃
破
す
る
作
戦
に
入
つ
た
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　
海
軍
は
こ
の
作
戦
当
初
か
ら
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
軍
事
占
領
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
作
戦
区
域
を
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
限
定
し
て
な

　
　
　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
八
八
七
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
八
八
八
）

か
つ
た
。
海
軍
は
こ
の
作
戦
の
た
め
太
平
洋
に
派
遣
し
た
南
遣
支
隊
に
対
し
、
　
「
独
領
諸
群
島
二
行
動
中
ハ
敵
艦
隊
ヲ
探
索
繊
滅
ス
ル
ノ
外
陸
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
於
ケ
ル
敵
ノ
軍
事
的
設
備
ハ
之
ヲ
破
壊
ス
ル
」
と
い
う
訓
令
を
与
え
る
と
同
時
に
、
「
今
回
ノ
行
動
ハ
独
領
諸
群
島
ヲ
占
領
ス
ル
ノ
目
的
二
出

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
」
と
し
て
行
動
を
制
限
し
た
。

　
海
軍
内
で
は
、
こ
の
作
戦
に
関
し
て
ド
イ
ッ
領
太
平
洋
諸
島
を
占
領
す
る
か
否
か
の
議
論
が
あ
り
、
当
時
の
八
代
六
郎
海
相
は
占
領
に
慎
重
を

期
し
て
い
た
。

　
　
「
こ
の
出
征
に
於
て
、
独
領
群
島
を
占
領
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
非
常
に
外
務
大
臣
に
於
て
、
外
交
上
面
白
か
ら
ぬ
結
果
を
来
す
と
思
つ
て
い
る
故
、

　
　
万
一
止
む
得
ず
兵
員
を
上
陸
せ
し
む
る
如
き
あ
る
も
、
国
旗
を
掲
ぐ
る
こ
と
な
き
よ
う
、
ま
た
陸
戦
隊
員
も
な
る
べ
く
速
分
に
召
還
す
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら

　
（
3
）

　
　
ぬ
。
」

　
他
方
、
秋
山
真
之
軍
務
局
長
や
井
上
良
馨
元
師
は
参
戦
し
た
以
上
ド
イ
ッ
領
太
平
洋
諸
島
の
占
領
を
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
　
「
太
平
洋
上
に
僅
か
数
隻
に
過
ぎ
ぬ
独
逸
艦
隊
を
索
敵
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
発
見
し
得
る
と
い
う
こ
と
は
難
事
中
の
難
事
－
・
…
（
中
略
）
．
…
：
独
領
諸
島
有
益

　
　
な
も
の
を
占
領
す
る
が
真
の
目
的
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
「
海
相
の
伝
う
よ
う
な
こ
と
が
、
戦
争
に
出
来
る
も
の
と
思
う
か
。
筍
も
敵
の
領
土
で
あ
る
以
上
は
、
こ
れ
を
占
領
す
る
の
に
何
の
潭
る
処
が
あ
る
べ
き
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
九
月
二
〇
日
、
海
軍
は
外
務
省
の
懸
念
を
よ
そ
に
占
領
を
決
定
し
、
一
〇
月
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
八
代
海
相
は
ド
イ
ッ
領
太
平
洋
諸
島
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
時
占
領
あ
る
い
は
場
合
に
よ
つ
て
永
久
占
領
を
行
い
た
い
と
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
加
藤
外
相
は
永
久
占
領
の
意
志
を
も
つ
て
占
領
を
行

う
と
し
た
が
、
当
面
は
一
時
占
領
と
し
て
永
久
占
領
の
決
定
は
戦
後
に
お
け
る
講
和
会
議
に
譲
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
結
局
、
加
藤
外
相
の

主
張
に
従
つ
て
一
時
占
領
と
し
た
が
、
実
質
的
に
こ
の
決
定
は
目
本
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
を
固
定
化
し
た
。

　
こ
の
頃
、
ド
イ
ッ
艦
隊
を
求
め
て
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
海
域
に
出
撃
し
て
い
た
南
遣
支
隊
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
付
近
ま
で
進
出
し
て
い
た
。
九
月
二

〇
日
の
占
領
命
令
に
よ
つ
て
南
遣
支
隊
は
、
九
月
二
九
日
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ヤ
ル
ー
ト
島
占
領
後
、
西
行
し
、
一
〇
月
一
四
日
ま
で
に
ク
サ

イ
、
ポ
ナ
ペ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ヤ
ッ
プ
、
パ
ラ
オ
、
ア
ソ
ガ
ウ
ル
、
サ
イ
パ
ン
な
ど
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
主
要
島
を
無
血
占
領
し
た
。
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一
σ
月
一
五
日
、
海
軍
は
上
陸
し
た
陸
戦
隊
指
揮
官
に
対
し
次
の
訓
令
を
与
え
た
。

　
　
「
群
島
ハ
目
下
帝
国
海
軍
二
於
テ
軍
事
占
領
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
官
ハ
任
務
ノ
遂
行
二
当
リ
常
二
此
ノ
趣
意
ヲ
体
ス
ル
ヲ
要
ス
Q
」

　
　
「
帝
国
政
府
二
於
テ
ハ
ヤ
ル
ー
ト
島
二
関
ス
ル
コ
ト
ヲ
除
ク
ノ
外
各
群
島
ノ
軍
事
占
領
二
付
テ
ハ
当
分
何
等
公
表
ヲ
為
サ
サ
ル
ノ
方
針
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
官
ハ

　
　
部
下
ノ
言
動
二
注
意
ヲ
加
へ
事
ノ
部
外
二
漏
洩
セ
サ
ル
コ
ト
ニ
努
ム
シ
ヘ
シ
。
」

　
　
「
占
領
中
ハ
厳
二
部
下
ヲ
戒
飾
シ
軍
紀
風
紀
ヲ
維
持
シ
萄
モ
部
下
ヲ
シ
テ
兵
威
ヲ
擁
シ
テ
他
ヲ
凌
辱
侵
犯
ス
カ
如
キ
行
為
ナ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
今
般
ノ
占
領
ハ
軍

　
事
上
ノ
目
的
二
出
テ
タ
リ
ト
雛
陸
戦
隊
ノ
言
動
ハ
将
来
南
洋
二
対
ス
ル
帝
国
利
権
ノ
発
展
如
何
二
多
大
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
考
へ
部
下
ヲ
シ
テ
深
ク

　
　
自
制
セ
ル
コ
ト
。
」

　
　
「
占
領
中
ハ
群
島
内
ノ
民
心
ヲ
鎮
撫
シ
各
其
ノ
業
二
安
ム
セ
シ
ム
ヘ
シ
我
軍
二
反
抗
ス
ル
者
又
我
軍
二
対
シ
テ
不
利
ヲ
計
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
厳
二
之
ヲ
処
罰
ス

　
　
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
特
二
土
人
二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
習
俗
ヲ
重
ム
シ
其
ノ
信
仰
ヲ
傷
ケ
ス
施
療
其
ノ
他
適
宜
ノ
手
段
ヲ
採
リ
仁
政
ヲ
行
ヒ
テ
之
ヲ
懐
柔
シ
我
ヲ
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

　
　
愛
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
占
領
直
後
の
日
本
は
こ
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
軍
事
占
領
を
領
有
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
現
地
住
民
に
対
し
て
軍

事
上
の
支
障
を
き
た
さ
な
い
限
り
旧
慣
温
存
策
を
推
進
し
た
。

　
当
時
の
ド
イ
ッ
は
、
大
平
洋
地
域
に
お
い
て
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
、
西
サ
モ
ア
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
東
部
の
太
平
洋
諸
島
を
植
民
地
と
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
は
地
上
兵
力
を
ほ
と
ん
ど
置
い
て
な
い
状
態
で
あ
つ
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
八
○
○
人
、
西
サ
モ
ア
に
三
〇
人
、
ミ
ク
・

ネ
シ
ア
の
ポ
ナ
ペ
島
に
五
〇
人
、
現
地
兵
を
主
体
と
し
た
治
安
維
持
を
目
的
と
し
た
守
備
隊
を
配
備
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
ド
イ
ッ
は
こ

れ
ら
太
平
洋
諸
島
を
統
治
し
た
際
、
そ
の
背
景
と
な
る
軍
事
力
を
海
軍
力
に
頼
つ
た
。
し
か
し
、
太
平
洋
に
お
け
る
ド
イ
ッ
海
軍
の
実
態
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

戦
直
前
に
二
隻
の
軍
艦
を
配
備
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
太
平
洋
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
領
の
占
領
を
求
め
て
行
動
し
た
の
は
日
本
ぽ
か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
西
サ
モ
ア
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ナ
ウ
ル
に
イ
ギ
リ
ス
が
各
々
進
出
し
た
。
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
政
庁
の
所
在
地
で
あ
つ
た
ラ
バ
ウ
ル
を

　
　
　
日
本
の
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
叫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
八
八
九
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
八
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

占
領
し
た
際
の
戦
闘
は
、
わ
ず
か
二
日
間
で
は
あ
つ
た
が
、
太
平
洋
に
お
け
る
唯
一
の
地
上
戦
と
な
つ
た
。

　
こ
う
し
て
ド
イ
ッ
領
の
占
領
が
完
了
す
る
と
、
各
国
は
占
領
地
域
の
確
保
と
拡
大
の
方
向
へ
と
行
動
し
た
が
、
日
本
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
は

欧
米
諸
国
か
ら
の
反
発
を
招
い
た
。
日
本
の
ヤ
ル
ー
ト
島
占
領
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
激
し
い
反
日
世
論
を
巻
き
起
し
、
一
時
は
日
本
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

判
が
高
潮
に
達
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
の
占
領
以
前
に
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
砲
撃
を
加
え
た
経
緯
の
あ
つ
た
ヤ
ッ
プ
島
に
関
し
て
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
を
通
し
て
日
本
に
対
し
占
領
を
引
継
ぐ
意
志
の
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

日
本
が
さ
ら
に
南
の
オ
ラ
ン
ダ
領
（
蘭
印
）
へ
進
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
を
抱
い
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
う
し
た
各
国
の
危
惧
の
念
を

背
景
に
し
て
、
日
本
の
占
領
地
域
の
急
速
な
拡
大
に
不
安
を
抱
い
た
た
め
、
日
本
に
対
し
て
太
平
洋
に
お
け
る
両
国
艦
隊
の
作
戦
行
動
範
囲
を
限

定
す
る
提
案
を
行
つ
た
。
交
渉
の
結
果
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
占
領
地
域
を
追
認
す
る
形
で
赤
道
以
北
を
日
本
、
赤
道
以
南
を
イ
ギ
リ
ス
の
作
戦

行
動
区
域
と
し
て
決
つ
た
が
、
そ
の
際
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
領
有
の
意
志
を
表
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
、
、
、
ク
・

ネ
シ
ア
領
有
要
求
の
前
進
を
意
味
し
た
が
、
同
時
に
ド
イ
ッ
領
の
占
領
を
目
的
と
し
た
赤
道
以
南
へ
の
軍
事
的
「
南
進
」
を
、
事
実
上
、
不
可
能

と
し
た
。

　
大
戦
下
に
お
け
る
軍
事
的
「
南
進
」
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
止
つ
た
も
の
の
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
を
「
南
進
」
に
お
け
る
重
要
拠
点
と
し
て
認
識
す

る
海
軍
は
依
然
と
し
て
「
南
進
」
に
執
着
し
て
い
た
。

　
　
「
南
洋
新
占
領
地
モ
又
我
国
ト
東
印
度
諸
島
、
比
律
賓
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
島
ト
ノ
連
鎮
ト
シ
テ
最
必
要
ナ
ル
位
置
ニ
ァ
ル
。
仮
二
直
接
ノ
利

　
　
益
カ
ナ
イ
ト
シ
テ
モ
南
方
ノ
宝
庫
金
蔵
二
通
フ
飛
石
ト
シ
テ
大
切
二
保
護
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
テ
ア
ル
マ
イ
カ
。
」

　
　
「
古
来
未
曽
有
ノ
大
戦
乱
モ
独
逸
ノ
屈
服
ニ
ヨ
ッ
テ
終
局
ス
ト
ス
レ
ハ
植
民
地
不
還
付
ヵ
絶
対
的
講
和
条
件
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ハ
殆
ト
疑
ヲ
容
レ
ヌ
所
テ
、
太
平

　
　
洋
上
ノ
旧
独
領
諸
島
モ
亦
連
合
国
ノ
間
二
分
配
セ
ラ
ル
ル
ノ
ア
ラ
ウ
カ
、
我
帝
国
ハ
既
占
領
群
島
ヲ
版
図
二
収
ム
ル
コ
ト
ノ
、
・
・
ヲ
以
テ
満
足
ス
ヘ
キ
テ
ア
ラ
ウ

　
　
カ
。
世
ノ
識
者
中
ニ
ハ
此
群
島
ノ
領
有
ス
ラ
モ
合
衆
国
及
濠
州
ノ
抗
議
二
会
イ
ハ
シ
マ
イ
カ
ト
心
配
ス
ル
向
モ
ア
ル
ヤ
ウ
テ
ア
ル
カ
、
太
平
洋
、
印
度
洋
ノ
敵

　
　
ヲ
駆
逐
シ
テ
航
銘
ノ
保
安
二
任
シ
タ
我
海
軍
ノ
偉
動
二
対
シ
テ
ハ
独
領
諸
島
ヲ
挙
テ
日
本
二
交
付
シ
テ
モ
尚
過
多
ナ
リ
ト
セ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
若
シ
占
領
部
隊
ヲ
派
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遣
シ
タ
ト
イ
フ
一
事
ノ
ミ
ヲ
以
テ
領
域
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
ラ
ハ
濠
州
、
新
西
蘭
ハ
独
領
太
平
洋
諸
島
ノ
百
分
ノ
九
十
九
ヲ
占
有
シ
、
日
本
ハ
僅
二
百
分
ノ
一
ヲ

獲
、
合
衆
国
ノ
如
キ
ハ
歴
史
的
二
関
係
ノ
深
イ
サ
モ
ア
諸
島
二
対
ス
ル
プ
レ
テ
ソ
シ
ョ
ン
ヲ
棄
テ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
吾
人
ハ
拡
地
慾
二
渇
シ
タ
モ
ノ

テ
ハ
ナ
イ
カ
ラ
、
強
テ
獲
物
ヲ
ア
ラ
ソ
フ
コ
ト
ヲ
欲
セ
ヌ
ケ
レ
ト
モ
当
然
ノ
権
利
ト
シ
テ
占
領
中
ノ
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
叢
島
ヲ
版
図
ニ
オ
サ
ム
ル
コ
ト
ハ
勿
論
マ

ー
シ
ャ
ル
群
島
二
付
属
ス
ル
ナ
ウ
ル
燐
鉱
島
ノ
引
渡
ヲ
受
ケ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
及
ビ
ス
マ
ル
ク
叢
島
力
濠
州
政
府
ノ
直
轄
ノ
下
二
移
ル
コ
ト
ニ
ッ
イ
テ
ハ
断
乎
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

シ
テ
抗
議
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
」

　
日
本
は
、
占
領
を
領
有
に
向
け
た
占
領
体
制
を
着
実
に
敷
く
段
階
に
入
つ
た
。
海
軍
は
単
に
陸
戦
隊
指
揮
官
に
よ
る
占
領
統
治
に
と
ど
ま
ら

ず
、
軍
政
の
整
備
を
図
る
た
め
、
法
律
顧
問
と
し
て
の
文
官
を
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
に
派
遣
し
た
。
当
時
長
崎
県
理
事
官
で
あ
つ
た
前
田
多
門
は
、
法

律
顧
問
と
し
て
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
勤
務
の
体
験
を
も
と
に
し
た
統
治
の
基
本
と
な
る
民
政
組
織
と
財
政
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
海
軍
に
提
出
し

（
1
5
）

た
。

　
そ
の
意
見
書
は
、
統
治
全
般
の
権
限
が
各
諸
島
に
駐
屯
す
る
陸
戦
隊
指
揮
官
に
委
任
さ
れ
て
い
る
現
状
を
批
判
し
て
、
そ
れ
ら
軍
人
の
多
く
は

民
政
の
経
験
に
乏
し
く
、
個
々
人
の
資
質
に
大
き
く
依
存
す
る
結
果
を
招
き
、
法
律
顧
問
と
い
え
ど
も
「
素
食
二
甘
ン
ス
ル
外
ナ
シ
」
と
指
摘
し

た
。
こ
う
し
た
軍
人
に
よ
る
占
領
統
治
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
、
内
閣
も
し
く
は
海
軍
大
臣
の
下
で
民
政
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
付
与
さ
れ

た
民
政
官
を
配
置
し
て
、
そ
の
民
政
官
に
各
諸
島
の
陸
戦
隊
指
揮
官
の
指
揮
、
監
督
を
通
し
て
占
領
統
治
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
財
政

に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ッ
統
治
時
代
の
行
政
予
算
を
も
と
に
し
て
各
諸
島
の
歳
出
歳
入
を
計
算
す
る
と
、
国
庫
の
補
助
が
な
く
と
も
自
立
し
た
行
政

を
運
営
で
き
る
が
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
租
税
収
入
の
増
大
が
期
待
で
き
な
い
の
に
対
し
、
ド
イ
ッ
統
治
時
代
に
教
会
の
負
担
に
て
支
え
ら
れ

た
教
育
費
を
考
慮
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
の
必
要
性
が
あ
る
と
説
い
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
こ
の
段
階
で
早
く
も
一
時
占
領
か
ら
永
久
占
領
つ
ま

り
領
有
へ
の
方
向
性
を
示
す
具
体
的
な
統
治
形
態
を
記
し
て
い
た
。

　
二
一
月
二
八
日
、
南
遣
支
隊
は
解
散
し
、
臨
時
南
洋
群
島
防
備
隊
（
以
下
、
防
備
隊
）
が
設
立
さ
れ
て
、
本
格
的
に
軍
政
が
開
始
し
た
。
防
備
隊

　
　
　
日
本
の
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
『
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
八
九
一
）
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日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
（
八
九
二
）

は
、
マ
リ
ア
ナ
、
東
カ
ロ
リ
ソ
、
西
力
・
リ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
占
領
全
域
を
管
轄
と
し
、
防
衛
と
占
領
行
政
を
任
務
と
し

た
。
防
備
隊
は
、
軍
事
的
に
は
横
須
賀
鎮
守
府
の
所
管
に
属
し
、
司
令
部
を
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
に
置
き
、
司
令
官
は
艦
船
部
隊
と
他
の
諸
機
関
を
統

卒
し
た
。
占
領
行
政
に
関
し
て
、
司
令
官
は
海
軍
大
臣
の
指
揮
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
下
に
高
等
文
官
の
民
政
顧
問
二
人
を
置
い
た
。
防
備
隊
は

管
轄
区
域
を
サ
イ
パ
ン
、
ヤ
ッ
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
ラ
オ
、
ポ
ナ
ペ
、
ヤ
ル
ー
ト
の
六
管
区
（
同
時
に
民
政
区
で
も
あ
る
）
に
分
け
、
各
管
区
に
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

備
隊
を
配
置
し
、
各
管
区
の
守
備
隊
長
の
下
に
民
政
事
務
官
一
人
、
書
記
一
人
を
置
き
占
領
行
政
に
当
ら
せ
た
。

　
防
備
隊
に
与
え
ら
れ
た
軍
政
の
基
本
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。

　
　
「
第
一
条
　
施
政
ハ
凡
テ
軍
事
上
ノ
便
利
ヲ
主
眼
ト
シ
テ
占
領
諸
島
ノ
治
安
拓
殖
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
第
二
条
　
施
政
ハ
占
領
諸
島
上
人
ヲ
シ
テ
我
国
ノ
統
治
二
帰
服
セ
シ
ム
ト
同
時
二
為
得
ル
限
リ
我
邦
人
ノ
勢
力
ヲ
扶
殖
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス
」

　
こ
れ
は
、
一
九
一
五
年
一
月
七
目
に
出
さ
れ
た
「
南
洋
占
領
諸
島
施
政
方
針
」
の
総
則
で
あ
り
、
以
下
、
刑
事
、
民
事
、
裁
判
、
土
地
、
企

業
、
交
通
、
課
税
の
八
項
目
二
六
力
条
か
ら
成
つ
て
い
た
。
こ
の
「
施
政
方
針
」
は
、
日
本
の
占
領
に
よ
つ
て
将
来
予
想
さ
れ
る
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア

住
民
と
日
本
人
あ
る
い
は
外
国
人
と
の
関
係
を
明
確
に
し
、
軍
事
上
の
行
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
ド
イ
ッ
統
治
時
代
の
法
規
、

習
慣
あ
る
い
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
住
民
の
伝
統
、
慣
習
に
準
拠
し
て
占
領
行
政
を
進
め
る
一
方
、
漸
時
、
日
本
統
治
の
基
盤
を
築
く
こ
と
を
本
旨
と

し
て
い
た
。

　
一
九
一
八
年
七
月
一
日
、
防
備
隊
司
令
官
の
下
に
民
政
部
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
つ
て
各
民
政
区
に
民
政
署
が
設
置
さ
れ
る
と
、
当
初
三

二
名
だ
つ
た
民
政
員
は
一
一
一
名
に
増
員
し
た
。
後
に
軍
政
に
か
わ
つ
て
設
置
さ
れ
る
南
洋
庁
で
は
、
こ
の
日
を
民
政
の
開
始
さ
れ
た
日
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

「
南
洋
庁
始
政
記
念
日
」
に
し
た
。
民
政
部
の
設
置
は
占
領
行
政
の
充
実
を
も
た
ら
し
た
が
、
依
然
と
し
て
防
備
隊
司
令
官
の
下
で
の
軍
政
に
変

り
は
な
か
つ
た
。

　
占
領
当
初
の
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
人
口
は
、
約
四
二
、
○
○
○
人
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
住
民
と
、
二
七
八
人
の
外
国
人
お
よ
び
日
本
人
で
あ
つ
た
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（
他
に
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
の
燐
鉱
労
働
者
を
主
と
し
た
中
国
人
七
八
人
が
い
た
）
。
外
国
人
の
内
、
一
四
二
人
が
ド
イ
ッ
人
宣
教
師
、
商
人
で
あ
り
、
彼
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ほ
と
ん
ど
は
大
戦
の
展
開
に
伴
つ
て
漸
時
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
を
去
つ
た
。
占
領
行
政
の
主
な
対
象
は
、
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
住
民
で
あ
つ
た
が
、
軍
政
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

統
治
は
「
占
領
以
来
昨
今
マ
デ
各
地
ノ
民
心
ハ
未
ダ
充
分
二
帰
一
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
」
の
状
況
下
に
あ
つ
た
。

　
防
備
隊
は
「
施
政
方
針
」
に
従
つ
て
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
統
治
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
日
本
人
移
住
に
よ
つ
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
開
発
を
推
進

し
、
そ
の
進
行
状
況
に
伴
つ
て
日
本
の
法
律
を
漸
時
適
用
し
て
同
化
を
行
う
一
方
、
、
・
・
ク
・
ネ
シ
ア
住
民
に
対
し
日
本
へ
の
「
帰
服
」
を
容
易
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

す
る
た
め
に
日
本
語
教
育
の
小
学
校
を
開
設
し
た
。

「
大
正
四
年
一
月
九
日
官
房
機
密
第
二
〇
号
南
洋
占
領
諸
島
施
政
方
針
総
則
第
一
条
二
『
治
安
拓
殖
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
ト
シ
』
第
二
条
二
『
為
シ
得
ル
限
リ
我
邦

人
ノ
勢
力
ヲ
扶
植
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス
』
ト
有
之
候
二
不
拘
二
年
有
余
ノ
歳
月
ヲ
経
過
セ
ル
今
日
未
タ
其
ノ
実
績
ノ
上
ノ
目
的
此
主
旨
二
適
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ハ
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

寛
総
則
ノ
精
神
ヲ
遺
却
シ
テ
末
節
ヲ
事
ト
シ
甚
シ
キ
ハ
主
客
ヲ
転
倒
セ
ル
ノ
致
ス
所
二
外
ナ
ラ
ス
候
」
・

　
こ
の
よ
う
に
軍
政
下
で
の
統
治
は
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
そ
の
原
因
は
、
第
一
に
海
軍
が
正
式
な
統
治
機
関
設
立
ま
で
、
・
・
ク

ロ
ネ
シ
ア
統
治
に
本
格
的
に
取
組
む
こ
と
を
控
え
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
そ
の
統
治
機
関
設
立
は
戦
況
の
変
化
と
戦
後
に
お
け
る
植
民
地

処
理
問
題
と
関
連
し
た
。
第
二
に
は
、
海
軍
の
下
で
統
治
を
行
う
に
は
、
海
軍
内
の
人
材
不
足
と
い
う
実
情
が
あ
つ
た
。
海
軍
は
統
治
よ
り
も
軍

事
的
要
請
と
い
う
将
来
の
「
南
進
」
に
備
え
て
、
ミ
ク
・
ネ
シ
ア
の
軍
事
上
の
調
査
に
主
力
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

（
1
）
（
2
）
　
『
南
遣
支
隊
ノ
行
動
二
関
ス
ル
件
』
（
大
正
三
年
九
月
二
一
日
）
、
「
大
正
戦
役
戦
時
書
類
」
第
一
六
巻
（
防
衛
研
修
所
戦
史
部
所
蔵
、

　
　
「
第
一
　
独
領
諸
群
島
二
行
動
中
ハ
敵
艦
隊
ヲ
捜
索
繊
滅
ス
ル
ノ
外
陸
上
二
於
ケ
ル
敵
ノ
軍
事
的
設
備
ハ
之
ヲ
破
壊
ス
ル
ニ
努
ム
ヘ
シ

　
　
第
二
　
独
領
諸
群
島
二
在
留
ス
ル
帝
国
臣
民
ハ
次
ノ
諸
号
二
依
リ
出
来
得
ル
限
リ
之
ヲ
保
護
救
助
ス
ル
コ
ト
ニ
努
ム
ヘ
シ

　
　
　
　
一
　
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
帰
国
セ
ン
ト
ス
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
他
二
手
段
ナ
キ
ト
キ
ハ
軍
艦
又
ハ
附
属
船
舶
二
便
乗
セ
シ
ム
ル
コ
ト
得

　
　
　
　
二
　
危
険
ヲ
昌
シ
テ
引
続
キ
在
留
セ
シ
コ
ト
希
望
ス
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
必
要
二
応
シ
糧
食
等
ヲ
給
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
ご

以
下
「
戦
時
書
類
」
と
略
す
）
。

八
七
　
　
（
八
九
三
）
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日
本
の
、
・
・
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
｝
）

　
　
　
第
三
　
在
留
帝
国
臣
民
ヲ
保
護
救
助
ス
ル
為
陸
戦
隊
ヲ
揚
陸
シ
軍
事
行
動
ヲ
為

　
　
　
　
　
ス
ノ
必
要
ア
ル
ニ
当
リ
次
ノ
諸
号
二
依
ル
ヘ
シ

　
　
　
　
　
帽
　
敵
国
ノ
国
有
二
属
ス
ル
現
金
、
基
金
及
有
価
証
券
、
貯
蔵
兵
器
、
輸
送

　
　
　
　
　
材
料
、
在
庫
品
、
燃
料
、
糧
秣
其
他
総
テ
作
戦
動
作
二
供
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ

　
　
　
　
　
動
産
ハ
之
ヲ
押
収
シ
又
ハ
適
宜
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
二
　
通
信
又
ハ
輸
送
ノ
用
二
供
セ
ラ
ル
ル
一
切
ノ
機
関
、
貯
蔵
兵
器
其
他
一

　
　
　
　
　
切
ノ
軍
需
品
ハ
私
人
二
属
ス
モ
ノ
ト
錐
之
ヲ
押
収
シ
又
ハ
適
宜
ノ
処
分
ヲ

　
　
　
　
　
為
ス
コ
ト
ヲ
得
押
収
又
ハ
処
分
ヲ
為
シ
タ
ル
物
件
二
付
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
其

　
　
　
　
　
目
録
及
評
価
額
ヲ
明
記
シ
タ
ル
書
面
ヲ
所
有
者
二
交
付
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
三
　
敵
国
ノ
官
衛
兵
営
ハ
軍
事
上
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
便
宜
之
ヲ
破
壊
ス
ル

　
　
　
　
　
　
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
四
　
敵
国
ノ
官
文
書
記
録
等
ニ
シ
テ
軍
事
上
必
要
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
押

　
　
　
　
　
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
五
　
浮
虜
ヲ
収
容
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
之
ヲ
独
領
外
二
送
致
ス
ル
ノ
便
ア
ル

　
　
　
　
　
ト
キ
ハ
将
校
其
他
必
要
ト
認
ム
ル
者
ヲ
除
ク
ノ
外
宣
誓
セ
シ
メ
タ
ル
上
之

　
　
　
　
　
ヲ
解
放
シ
テ
独
領
外
二
送
致
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
上
記
ノ
便
宜
ナ
キ
場
合
二
於

　
　
　
　
　
　
テ
差
支
ナ
シ
ト
認
ム
ル
者
，
ハ
其
侭
之
ヲ
設
置
ス
ル
モ
妨
ナ
シ

　
　
　
　
六
　
前
諸
号
ノ
外
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
第
二
回
平
和
会
議
二
於
テ
議
定

　
　
　
　
　
シ
タ
ル
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
二
関
ス
ル
条
約
及
其
附
属
書
ノ
規
定
二
依
ル
ヘ
シ

　
　
　
第
四

（
3
×
4
）
　
小
管
輝
雄
編
「
南
洋
群
島
」
、
グ
ア
ム
新
報
、
五
〇
頁
ー
五
一
頁
。

（
5
）
　
『
南
遣
支
隊
ノ
行
動
二
関
ス
ル
件
』
（
大
正
三
年
九
月
二
〇
日
）
、

（
6
）
　
「
日
本
外
交
文
書
」
大
正
三
年
第
三
冊
、
六
三
七
頁
。

（
7
）
　
『
特
別
陸
戦
隊
指
揮
官
二
与
フ
ル
訓
令
』
（
大
正
三
年
一
〇
月
一
五
日
）
、

（
8
）
　
勺
9
R
い
寓
0
8
需
p
の
9
F
勺
8
一
臨
o
一
ω
冨
p
駐
信
昌
鮎
魯
O
霞
B
”
昌
閑
三
〇
”

　
Z
帥
江
o
p
毘
¢
三
く
①
お
一
昌
勺
讐
o
ω
ω
』
S
o
o
。
悼
8
・

八
八
　
　
（
八
九
四
）

人ロ　1915年一1920年（人）

1920191919181917
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　　　958513・t36
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6911

334
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614

『

「

272街2

142乳2

351ろ4

711

54

261

ー
［

［

1
1
5
1
1
1
1
『

i

5911

221

8

022

『

『

242乳2

478軌2

02」34

231

74

971

モ
ー

1
1
レ
［
［

E
1
1
1
1
｝

年

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

σ牙国

日
本
人

朝
鮮
人

ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
人

外
国
人

今
回
ノ
行
動
ハ
独
領
諸
群
島
ヲ
占
領
ス
ル
ノ
目
的
二
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
此
点
二
留
意
ス
ル
ヲ
要
ス
」

「
戦
時
書
類
」
第
｝
六
巻
。

「
戦
時
書
類
」
第
｝
六
巻
。

　
　
ゆ
ω
言
畠
鴇
一
昌
け
7
0

（注）　1915年から1919年まで各年出されるr臨時南洋群島防備隊現況概要

　　と1920年10月1日の「南洋島勢調査」により作成。
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睾
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O
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一
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（
9
）

（
10
）
（
1
1
）
（
1
2
）

　　 ハ　 　　 　　　　　ハ　 　　 　　 　　 　　 　
22　21　20　19　　　　18　17　16　15　14　13

））））名））））））　　　　　　　　　　　　　　、

　
に
輸
出
す
る
場
合
で
も
輸
入
税
を
か
け
ら
れ
る
状
況
で
あ
つ
た
。

（
2
3
）

≦
．
国
。
＝
●
ω
訂
馨
9
↓
げ
①
ω
。
自
け
げ
ω
雷
ω
嘗
↓
冨
霧
釜
9
ど
ω
気
号
。
ざ
》
霧
ぼ
巴
㌶
昌
零
σ
一
訪
駐
轟
O
。
．
」
8
ω
。
恒
一
。。
－
℃
』
卜

　
　
　
　
前
掲
「
目
本
外
交
文
書
」
、
六
六
八
頁
ー
六
六
九
頁
。

前
掲
「
日
本
外
交
文
書
」
、
六
七
四
頁
。

『
南
洋
新
占
領
地
ノ
将
来
』
、
「
戦
時
書
類
」
第
一
八
巻
。

『
南
洋
占
領
地
勤
務
中
調
査
シ
タ
ル
事
項
二
基
キ
別
紙
意
見
書
』
（
大
正
三
年
コ
叫
月
）
、
「
戦
時
書
類
」
第
二
五
巻
。

海
軍
省
編
「
海
軍
制
度
沿
革
」
巻
三
、
一
五
七
〇
頁
ー
一
五
八
三
頁
。

『
南
洋
占
領
諸
島
施
政
方
針
』
（
大
正
四
年
｝
月
九
日
）
、
「
戦
時
書
類
」
第
一
六
巻
。

そ
の
内
訳
は
、
民
政
部
長
一
名
、
民
政
署
長
六
名
、
事
務
官
二
名
、
技
官
三
名
、
医
官
七
名
、
訳
官
一
名
、
書
記
生
二
〇
名
、
技
官
補
一
五
名
、
警
吏
一
八
名
、
医
員
＝
一

税
関
吏
六
名
、
教
員
二
〇
名
で
あ
つ
た
（
臨
時
南
洋
群
島
防
備
隊
定
員
表
よ
り
）
。

外
務
省
条
約
局
法
規
課
編
「
外
地
法
制
誌
ー
第
五
部
　
委
任
統
治
領
南
洋
群
島
」
前
編
、
一
九
六
三
年
、
二
一
頁
ー
二
二
頁
。

前
頁
下
表
参
照
。

『
臨
時
南
洋
群
島
防
備
隊
現
況
報
告
』
（
大
正
四
年
三
月
二
一
日
）
、
「
戦
時
書
類
」
第
二
六
巻
。

軍
政
下
で
は
、
目
本
人
移
住
は
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
間
の
不
定
期
と
高
い
運
賃
の
た
め
増
大
せ
ず
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
移
住
し
た
日
本
人
が
農
業
に
従
事
し
生
産
物
を
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
住
民
児
童
へ
の
教
育
費
は
防
備
隊
予
算
に
大
ぎ
な
負
担
を
か
け
た
。

『
防
備
隊
司
令
官
吉
田
増
次
郎
よ
り
井
畠
軍
務
局
長
へ
の
私
信
』
（
大
正
六
年
四
月
一
八
日
）
、
「
戦
時
書
類
」
第
一
六
巻
。

89

日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
占
領
と
「
南
進
」
（
唄
）

八
九
　
　
（
八
九
五
）


